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 要 旨   
 近年、ラットでエタノールやその代謝産物であるアセトアルデヒドの黒室網様部へのマ

イクロインジェクションが行動を活性化することが示された。このような効果に関わる可

能性がある脳の他の部位は腹側被蓋領域である。筆者らは、後部腹側被蓋領域へのエタノ

ールとアセトアルデヒドの局所的マイクロインジェクションの運動活性化作用とこれに対

するオピオイド受容体の役割を調べた。非選択的オピオイドアンタゴニストであるナルト

レキソン（13.2nmol）またはμ-オピオイド受容体の不可逆的アンタゴニストであるβ-フナ

ルトレキサミン（2.5nmol）のマイクロインジェクションを行った場合と行わなかった場合

において、後部腹側被蓋領域へカニューレを設置してエタノール（75、150nmol）とアセ

トアルデヒド（25、250nmol）をマイクロインジェクションした。インジェクション後、

60 分間、自発運動量を測定した。この結果、後部腹側被蓋領域へのエタノールやアセトア

ルデヒドのインジェクションした場合、150nmol エタノール、250nmol アセトアルデヒド

投与でラットの自発運動量の増加が最大であった。これらの自発運動量活性化の影響はナ

ルトレキソンやβ-フナルトレキサミンを処理することで減少した。以上より、エタノール

やアセトアルデヒドの脳室内への投与後、後部腹側被蓋領域が自発運動量の活性化に関わ

るもう１つの脳領域であることがわかった。そして、後部腹側被蓋領域において、オピオ

イド受容体、特にμ-オピオイド受容体が作用のターゲットになっていると予想された。こ

のようにアセトアルデヒドはエタノールのいくつかの影響のメディエーターとなりうるこ

とが示唆された。 

 




